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英語Intonationについての一考察

永井　み　ち　子

　日頃語学教材の一部である音声教材を取り

扱かっていて感じさせられるのは，生の発話

がどのようなnuanceを持つか，また文字で

書かれた文章，とくに文学作品がどのように

音声に置き換えられるか，そしてその置き換

えられた形には一ある意味では言葉の本来

の姿に還元された時に一動きのない文字か

らは汲み取れなかった感情的色彩がいかに生

き生きと示されているか，ということであ

る。自国語の揚合には文字からのimageが

本能的に読者の心に形成されて，意識の底で

音声化され，そのr内なる声」に耳を傾けて

いる筈である。外国語の読み方も，窮極には

そこまで到達すべきではあるが，学習過程に

おいてはそのr内なる声」を意識的に外へ取

り出し，客観的に体系づける方法を講じて理

解の援けとすることは無意味ではない。その

揚合にとりあげられる音声構造の中でもっと

もそのような感情的色彩を濃く表現している

ものは，したがって理解の援けとなるものは，

intonationであろう。KingdonはE”45h

172繊醜o甑P郷痂βの序文で次のように述べ

ているo

　“Intonation　is　the　soul　of　a　Ianguage

while　the　pronunciation　of　its　sounds　is

the　body，εしnd　the　recording　of　lt　in

writing　an（1printlng　gives　a　very　imper－

fect　picture　Qf　the　bo（ly　an（1　har（ily

hints　at　the　existence　of　a　sou1．”

　この表現を借りれぱ，およそbodyは実体

で掴みやすいが，sou1には実体がなく，それ

だけsystematicな掴み方が困難である。し

かし英語のintonationに関してはすでにい

くつかの精密な科学的分析がなされているの

で，ここではそれらの中から教育的に利用し

うるintonationの特質を取り出し，実際の

音声教材にその光をあててみた。

＊ ＊ ＊

　ある言語が話されるとき，そこには何らか

の音調を伴う。完全にmonotoneの言語と

いうものは存在しない。それではその音調は

何によってきめられるのであろうか。英語に

おける音声と文字の結ぴつきが全くarbit－

raryであり，何ら必然的な関係が認められな

いのと同じように，英語のintonationも全

く恣意的なものであろうか。発話には多分に

心理的色彩がこめられ，その心理は発声器官

の生理作用を支配し，その働らきに影響を与

える。感情が昂ぶればpitchも上がり，他人

に聞かれては困るヒソヒソ話のときはpitch

も下がる。また一つの発話の段落を示す揚合

には語尾は下降調に終わる。このように，

pitchは各言語固有のものというよりは，一

種の生理現象としてすぺての言語に共通して

いるともいえそうであり，したがって文字と

音声との結ぴつきのように全く恣意的ではな

いo
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　　しかしながら，このような大まかな感情表

出の面では各言語間に多くの共通点を見出し

えても，細部にわたってみた揚合には，各言

語それぞれ固有のpitch　pattemをもってい

ることが認められる。たとえぼたいていの言

語において，同じ構文がintonationの変化

だけでStatementにもなりqUeStiOnにも

なりうる。しかしその言語に慣れない耳には

その聴き分けは困難な揚合がある。したがっ

て，ある言語のpitchpattemをそのまま他

の言語に移し用いれぱ，聞き手に対して奇異

な印象を与え，時には意志の正しい伝達にも

齪齢を生じる結果となる。

　　そこで，要約すれぱintonationには次の

ような特質があると考えられる。すなわち，

（a）特定の言語に関係なく生理的に付与され

る音調をもつこと，（b）それぞれの言語に固

有のbasic　pltch　pattemをもっていること，

（c）さらにそれぞれの言語に固有の感情曲線

がbasicpattemに重ねられること，　という

ことになり，（a）の場合を除いては恣意的な

要求が含まれることになる。

　　では英語においては，intQnationは実際に

どのような機能を果たすのであろうか。K・

L．Pikeはintonationと意味の関係を次の

ように述ぺている。

　『‘English　words　have　basic，intrinslc

meaning　l＿　（They）　are　mdicated　QIlly

by　the　requisite　consonallts，vowe！s，and

stress，　and　a　context　where　such　a

meaning　is　possible；in　that　sense，the

lexical　meaning　is　intrlnsically　a　part　of

the　word　itself　and　not　dependent　upon

extraneous　phenomena　such　as　pitch

produce（1by　emotlon・

　　一‘The　intonation　meaning　is　quite　the

opposite・　Rather　than　being　a　stable

inherent　part　of　words，1t　js　a　temporary

addltion　tQ　their　baslc　form　and　mean一

ing，Rather　than　bemg　carr三ed　by　per－

manent　COnSOnan毛S　and　vOwelS，it　iS

carried　by　a　transitQry　extrinsic　pitch

contour．Rather　than　contributing　to　the

intrmslc　meaning　of　a　word，it　is　merely

a　shade　of　meaning　adde（i　to　or　super－

imposed　upon　that　intrinsic　lexical

meaning　according　to　the　attitude　of
　　　　　　　　（1）

the　speakeL”

　　さらにPlkeは，特定のintonationがき

まった文法構造の文にあてはめられるのでは

ないことを，次のように同書のあちこちで指

摘している。

　　　“The　utihzatlon　of　any　specific　contour

　is　not　determined　by　the　struct皿e　of

　the　sentence　upQn　which　it　is　to　fa11，

　but　by　the　attitude　of　the　speaker　uti一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　1izing　that　coIlstruction，”

　　　“There　are　many　more　contours　than

　one　for　question　and　one　for　statement

　　　，This　type　of　evidence　is　respQnsible

　for　the　necessity　of　abanく10ni蕪g　gram－

　matical　or　lexical　de盒nition　of　contours，

　de丘nition　iu　terms　of　attitudes　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　speaker　has　been　utilized　in　this　study．”

　Dwlght　L　BolingerはさらにこのPike

の見解に続けて，

　‘一111tonatioll　apPiies　to　the　whole　of

utterances，with　little　systematlc　rele－

vance　tQ　thelr　immediate　constituents

beyon（i　its　power　to　show　connecte〔iness

or　disconnectedness，　completeness　or
　　　　　　　　　　　（4）

incompleteness・”

と敷街し，けっきょくこの論文を“Grammar

uses　intonation＿、　but　intonation　is　not

grammaticaL”と結んでいるo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

　L．E．Amstrong＆1・C・Wardは，教育



的な立揚から単純化した基本的な主ntonation

を，Tune　I（Finalityを示すもの）とTune

II（Non一丘nalityを示すもの）に限定し，そ

れぞれに属すべき構文をあげているが，やは

りそれぞれにvariationを認めている。

＊ ＊ ＊

　ではこのintonationと文法構造とが実際

のspeechにおいてどのような結ぴつきで現

われるかを，統計的に観察してみよう。ここ

ではBemard　Shawの戯曲5α∫雇∫oα％の

Scene1をとりあげることにした。録音は

Caedmon社のレコード，主役を演じている

のはSiobhan　Mckennaである。

　分析にあたって，この録音に表われるin－

tonation　pattemを次のような基準で分類し

た。なおintonationの表記には，記述の便

利さからPikeの用いる数字表記を使用する。

1、Low　fal1→02－4，034型0

2，　High　fal1→01－4，01－3，01－2　型。

3・Rise－fal1→。4－3－4，。2－1－47。3－2－4型。

4　Low　rise→04－3，03－1，04－1，03－2型。

5，　正｛igh　rise→02－1　型。

6Fal1イise→。2－3－2，。1－3－2，。1－4－2，。2－4

－27。24－3，03－4－3，。2－4－1，01－4－1型。

ZLeve1→。1－1，。2－2ン。3－5，。4－4型。

第1表

　ここで観察の対象にしたのは，pauseで区

切られたすぺてのrhythm　unitに含まれた

intonationpattemである。speechの終り

は，一人の登場人物の発話の終りを意味する。

　なお，PikeがConan　Doyleの作品を

General　Americanを適用して行なっている

同種の分析を，ここでの分類に合わせてその

頻度数を比較してみると，だいたい次のよう

な対照をなし，各pattem相互の比率には類

似性が現われているo
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En（i En（1 Middle
　　of

peech
　of

en－

ellce

　of

en－

ence

To．
al ％

LOw　fa11 88 99 75 262 54．9

High　fa11 21 16 15 52 10．9

Rise－fa11 2 4 1 7
1
．
5

Lowτise 26 10 25 61 12．8

High　rise 11 4 6 21 4．ヰ

Fall－rise 7 15 16 38
7
．
9

Leve1 14 7 15 36
7
．
6

169 155 153 477 100．0

FaIlingtune

Rising　tune

Rise－fall

Fa11－rise

Level

65．8％

17，2
1
。
5

7
．
9

7
．
6

げ，Pike

67．9％

12．0
0
．
0

19．8

第2表

　statementの構文の文末に現われたinto－

natiOnpattemである。

Low　fall

High　fall

Rise－fall

Lo篤v　rise

High　rise

FaII－rise

Leve1

150

30

　1

24

ユ0

8
ユ7

240

62．5％

12．5
0
．
4

10．0

4．2

3
，
3

7
．
1

100．0

　ここで下降調が多くみられるのは，state－

ment型式が断定的な気持を伝える揚合が多

いからである。上昇調の揚合には，

　“You　rea】ly　thm1【that～

　2－　　　　　04－　2

のように疑間符を付した明らかな疑問，ある

いは7

“Do　you　know　why　they　are　called
4－　　　　　　　03－4
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goddams～”

04　－　4

“No．Everybody　calls　them　god（iams．”
・3＿4－3　。3－3　。3－4一　　　。4－3

のように，明らかに音調によってのみこの対

話のcontinuityを感じさせる揚面に用いら

れているQ

第3表

　疑問詞を伴ったいわゆるwh一型疑問文の

文末に現われた型である。ここでは一般にい

われている通り，fallingtuneが圧倒的に多

くみられる。

Low　fall

High　fall

Rise－fall

Low　rise

High　nse
Fall－rlse

Leve1

1
7
0
0
1
0
1

2

30

70，0％

23．4

0．0

0．0
3
．
3

0．0

3．3

1・・α・

第4表

yes－no　questionの文末に現われた型であ

る。ここではfalhngtuneとrjsingtuneが

ほぼ同じくらいに現われており，最初に述ぺ

たごとく，intonation　pattemが構文と一定

の結ぴつきをしないことを示している。それ

がどのような11uanceを示すかという点につ

いては，後に原文のtuneを分析しながら考

察する。

Low　fall

High　fa至1

Rise－fall

Lo～v　rise

High　rise

Fall－rise

Leve1

8
1
0
7
2
2
1

21

38．1％

4，8

0．0

33．3

9．5

9
．
5

4．8

い・α・

第5表

命令文の語尾に現われた型である。

Low　fall

High　fall

Rise－fall

LQw　rise

High　rise

Fal1－rise

Leve1

3
2
2
5
2
1
4

2

38

60．5％
5
．
3

5
．
3

13．1

5．3

2．6
7
．
9

100。0

第6表

感嘆文の語尾に現われた型である。

Low　fall

High　fall

Rise－fall

Low　rise

Highτise
Fal1－rise

Leve1

6
2
2
く
》
3
3
ー

ウ
臼
1
　
　
　
　
　
2
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36．1％

16．6

2．8

6．9

4．2

4．2

29．2

100．0

第7表

tag－questionは少数しか使われていないが，

そのtuneは次の通りである。

Rising　　　　2　　　　50％

Fa皿ng　1　25
Leve1　　　　　1　　　　25

＊ ＊ ＊

　前節で構文とintonation　pattemの分布

状態を概観したが，それではそれらが個々に

どのようなshadesofmeaningを帯ぴて用

いられているかを，実際の作品を通して見る

ことにする。

　その前に，さきに七つに分類したそれぞれ

のpattemが，基本的にどのようなnuance

をもつものかを簡単に述ぺておく。



1・Loω力ZJ

　通例冷静な，何ら感情的色彩を帯ぴない

平叙文に用いられて，断定的な語調となる。

また時にはつきはなしたような感じ，不愉

快，失望，皮肉の色を帯ぴる。

2．研8h掴」

　1・にくらぺて強い感情がこもっているo

意外さ，驚きと同時に，軽ろやかな気分を

示す揚合もある。

3。測5θテ協

　断定的な気持を表わす。とくに強い感銘

を受けたような揚合の語調である。

4．　Loω　■お8

　未完結でさらに話者自身，もしくは聞き

手による補足を期待する気持を表わす。聞

き手の気持を和らげる働きもする。

5．出8h溜θ

　4・と同じく未完結を表わすが，より柔か

さを添える。

6。　FαJJ一ヲ・∫56

　未完結の概念を表わす。また対照的にあ

る特定の語を強調する揚合に用いられる。

7。五8∂θ1

　ひじょうに強い感動を押し殺しての発話，

あるいは逆に事務的な無関心さを表わす揚

合に用いられる。

　以上が一応定石とされている各pattemの

意味であるが，ある発話の意味は，intona・

tionの高低以外に，全体としてのpitch，声

の質，間のとり方，話す速度，強勢の置き方，

話し手の置かれている社会環境，性別，年齢

等，さまざまの条件によって規定されるもの

である。劇作品の揚合，それらの外的要素は，

登揚人物の描写，揚面の設定，各発話のト書，

句読点，italicや大文字の使用等によって，

できるかぎり示されている。それらがinto－

nationの上にどのように反映されているか

をも考慮に入れながら観察することが必要で
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あろう。

　前節の統計資料に用いた5硯魏∫o㈱の第

一揚全文をここに揚げる紙面はないが，とく

に顕著に心的態度を表明していると思われる

箇所を取り出し，その効果を考察してみよう。

　なお，発話のnuanceの前提となる登揚

人物の性格について簡単に説明を加えておく

と，この揚に出てくるのは，まず空いばりぱ

かりして弱い者には強そうに振舞っているが，

何ら定見のないmilitarysquire，CaPtain

Robert　de　Baudricourt，そのCaptainに仕

え，すっかり威圧されてしまっているStew－

ard，3人目に主役のJoanが登揚する。彼

女の声は生き生きとして説得力あり，抗がい

難いひぴきをもっている。その他に，何かに

つけてRobertと対照的な性質の衛士Bert－

rand　de　Poulengey。歳の頃は35，6，いつ

もぽんやりと夢みている。話しかけられる

以外は滅多に話さない。時は1429年春，

Vaucouleurs城内である。今しもRobertは

Stewardをつかまえて大声で文句を言って

いる。登揚人物はすべてIrish託りで話して

いる。これはこの舞台となっているフランス

の片田舎の地方色を出すのに，英語の一方言

であるIrishを用いてその効果を出そうとし

た演出である。とくに教育程度の低いStew－

ardの発話には強い詑りが，また女性である

Joanの発話にはIrish特有の音楽的な響き

が感じられる。

　intonation表記についてとくに断わって

おきたいことは，ここでの分析はすべて主観

的な感じ方に基づくもので，機械を用いて客

観的に判断された結果ではないということで

ある。

（1）　ROBERT　l

No　eggs！No　eggs！Thous＆nd　thunders，
。34　103－1。2－4－3／。1－4　　。3－4

man・What　do　you　mean　by　no　eggs～

313－　　　03－41　。3－4！
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（2）STEWARD：
　Sir：it　is　not　my　fault．It重s　the　act　of

　。2－12一　　　。1－413－

　God．

　。2－11

（3）　ROBERT：

　Blasphemy。YQu　tell　me　there　are　no
　　　　o3－4　　　！　　　　03－

　eggs；an（1you　blame　your　maker　for　it。

　　。3－4－3！　　　。3一　　。3－4　－3／

（4）STEWARD：
　Sir：what　can　I（10～I　cannot　lay　eggs，

　3一　　　　。1－41。1－4一　　　。4一一31

（5）　ROBERTl

　Ha！You　jest　about　it。
　3－2／　。3－4一　　一4／

（6）STEWARD：
　　No，sir，God　knows．We　all　have　to　go

　　3－4　1。3一　一413－

　without　eggs　just　as　you　have，sir。The

　　　。2－1。3－41　　。3一一4141

　hens　will　not　lay、

　　。3－4　　。3－4－31

（7）　ROBERT：

　　Indeedl　Now　listen　to　me，you・
　　03－2－4　1　1－　　02－3　　　　3－4！　041

（8）STEWARD：
　　Yes，　sir．

　　3一。3－21

（9）　ROBERT：

　　What　am　I～
　　　。3一　。3－2／

（10）STEWARDl
　　What　are　you，sir～

　　　2－01－3　31

（11）　ROBERT：

　　Yes：what　am　I～Am　I　Robert，squire
　　。1－4！　。1－4　／3一　。3－213－

　　of　Baudricourt　and　captain　of　this　cas一

　　　　　　。3－4－3　！　。4－3　　　り3－

　　tle　of　Vaucouleurs；or　am　I　a　cowboy～

　　　　　　　　　。3＋3　1　　3一　。3－41

（12）STEWARDl
　　Oh，sir，you㎞ow　you　are　a　greater
　　3一。3！3一　。3一　　　　　。3－

　　man　here　than　the　king　himself．
　　。3一。3一　　　　。3－　3－4ノ

（13）　ROBERT二

　Precisely．And　now，do　you　lmow　what
　　　。3－4－　1　　3－1　　　。3－

　you　are～
　　　。2－4ノ

（1ヰ）STEWARD：

　I　am　nobody，sir，except　that　I　have
　4一　　。4一ヰ　　1

　the　honor　to　be　your　stew・ard．

　　　　　。3－4　　　　　。4－31

（15）　ROBERT：

　You　have　not　Qnly　the　honor　of　being
　　4－　　　　　　　　1－　　1－1　　　　　　02－3

　my　steward，but　the　privilege　of　being
　　　　　　。1－4　ノ　　　。1－21

　the　worst，most　incompetent，drivelling，
　　　　　。3－41　　。2－3－4－1。3－4－

　　snivelhng　jibbering　jabbering　idiot　of　a
　　　o3－4－　　　　03－4－　　　　03－4－　　　01－3

　　steward　in　France．
　　　。3弓ノ　。3－4！

（16）STEWARDl
　　Yes，sirl　to　a　great　man　like　you　I　must

　　3　3－／　　　03－　　3－

　　seem　like　that．

　　。2－4　　　－4！

（17）　ROBERT：

　　My　fault，I　suppose．Eh～
　　　　　。3－4　　04－414－3ノ

（18）STEWARD；

　　Oh，sif：you　always　g童ve　my　most
　　　3。1－313－4　。3－4　4－

　　innocent　words　such　a　tum！
　　　。3－4　。3－4　　　。1－4ノ

（19）　ROBERT：

　　I　will　give　your　neck　a　turn　if　you　dare
　　3－　　　　　　　　　　　　　3－4　　　03－4　　　　　　03－4

　　tell　me　when　I　ask　you　how　many　eggs
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3－4　　　　　　　03－4・

　　there　are　that　you　cannot　lay　any・
　　　　　　　　　1　。3一ぐ　　　　。3－4！

（20）STEWARD：

　　Oh　sir、oh　sir．

　　3一。3－42－01－41

（21）　ROBERT＝

　　No：not　oh　sir，oh　sir，but　no　sir，　no
　　。1－1一。2－3404－41　02－11－41。2－1



s辻．

1－4／

（1）はじめのnoeggs！はともかくも相

　手の言葉を受けとめた気持，下降調で自

　分に納得させ，その事実に改めて驚き二

　度目のnoeggs！！に移行する。したがっ

　て，あとのno　eggsの音調には，それ

　に続くWhat　d・you＿＿by　no　eggs～

　の意味がすでにこめられている。

（2）　Stewardの声のpitchは全体とし

　て高い調子。また彼の発話の大半は上昇

　調または急激な下降調で終わっている。

　これは相手の権威に押しまくられて断固

　と言いきることができず，たえずpeti－

　tion，あるいは時としてprotestの気持

　が含まれるためである。最後Godの上

　昇調もその現われである。

（3）you　blame……はstatement形式

　の疑問である。

（4）　do，およぴ次の文頭の1共にhigh

　fa1Lこの音調でのWhat　can　I　do～は7

　もはや疑問ではなく，I　cannot　do　any－

　thin8，といったstatementを強調した

　にすぎない。

（9）疑問詞を伴った疑間文が上昇調にな

　るのは，通例相手の発話をもう一度聞き

　返して確かめたい場合であるが，このよ

　うに単独にこの音調が用いられると，多

　分に脅迫的要素を帯ぴてくる。

（10）予期しない問いに接したときの自然

　なreactionである。疑問形ではあるが，

　むしろstatementに近い。なお，呼ぴ

　かけのsirはとくにその前にpauseは

　認められず，主文の音調の延長である。

（12）全体が低い平坦調。感情を押し殺し

　た怖れを秘めた感じ。

（13）……whatyouare～のyouを“1”

　と対照的に強調。

（15）　概ね3音節の形容詞を並ぺ，たたみ
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　かけるように次第にtempoを早め，最後

　のinFranceの前でかなりのpauseをと

　り，だめ押しの感じを出す。Hamletの

　台詞“Remorseless，treacherous，1eche－

　rous，kindless　villain！”　（II，ii，583－4．）

　にも同様のtemPQでの感情の高まりが

　みられる。

（18）　Oh，sirも　such　a　turn　も共に二high

　fal1。比較的低いprecontourに続けて用

　いることによって不満と抗議の気持を表

　わす。また中間のすぺての強音節にIow

　fa11を適用，deprecatingな気持を強め

　ているo

（19）Stewardの抗議に超然とした調子で

　冷淡につき放した10w　fall。従属文にも

　上昇はみられない。

（20）　（18）と同様。

（21）相手の発言をおうむ返しにとり入れ，

　言い直しの形を示している。rise－fallの

語調は，この揚合，censoriousな含みを

　示す。

　このあとさらにCaptainは卵の行方の詮

索にStewardを責め，さんざんに罵しる。

Stewardは，これは城外にずっと居続けて

いる不思議な少女のせいにちがいない，と申

し立て，またもやそのような少女を早く追い

出さなかったことについてCaptainの雑言

を浴ぴるが，ついにその少女を引見すること

になる。

（22）　JOAN：

　Is　it　me，sir？

　3一。3－4！。3－21

（23）　ROBERT：

　Yes，yOU，
　。11。2－4／

（24）　JOAN：

　Be　you　captain　P
　4一　　。1－2－11

（25）　ROBERT：
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　Yes，damn　your　impu（lence，I　be　cap－
　1－2　。3一　　　。4－2　1。3－4　。3－

　tain。Come　up　here，Shew　her　the　way，

　　4／3　　。2－4／3一　　　。3－41

　you。And　shove　her　along　quick．
　。3－2／　。3－　　　3－4　。3－4／

（26）STEWARD：

　She　wants　tQ　go　and　be　a　soldier　her一
　　　　。3一　　。3一　　。3一　。34　。4－

　self．She　wants　you　to　give　her　so1（1ieガs

　4　13一　。3－　　　　　　3－
　clothes．　Armor，　sir！　An（1　a　sword！

　　04－31。3－3　4－3／　　　。1－41

　Actually1
　。3－1－4！

（27）　JOAN＝

　Good　morning，captain　squire・Capねjno
　　2一。1－11。3一　。3－41。3－41

　you　are　to　give　me　a　horse　and　armor
　　3－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　03－2　　　　　　02－1

　an（1some　soldiers，and　send　me　to　the
　　　　　。1一　。3－41　。3－

　Dauphin，Those　are　your　orders　frQm
　　　。3－4　13－

　my　Lord．
　。1－4　1

（28）　ROBERT．

　Orders　frQm　your　lor（i！And　who　the
　　。2－4／　。1一。3－41　。3－

　devll　may　your　lord　be～。，
　　　　　　　　　　　　　　　　3－4

（29）　JOAN：

　　　　　　　　　　　My　Lord　ls　the　K　ing　of
　　　　　　　　　　　o3－　　4　　　　　　　　　　03－3

　　Heaven．
　　。4－4／

（30）　ROBERT：

　　Why，the　girrs　mad．Why　dldn’t　yQu

　　3－41　4－2。2－412－

　　tell　me　so，you　blockhead～

　　。1－3－　1　　。4－3　1

　　（22）　ト書にb”8h≠，5’γoπ8α麗4yo㍑8hと

　　　ある。遠くからの返事で歌うような調子

　　　である。音調だけで距離を感じさせるこ

　　　とができる好例である。（2ヰ）の呼ぴか

　　　けも同様。

（23）　youに断定的なひぴきがある。

（26）全体に低い平坦調。swordとactu－

　allyに強いstressがあり，actuallyの

　pitchは弱音節でとくに高まっている。

（27）Goodmomingを高めの軽ろやかな

　調子で。momingをやや長く発音。Ste－

　wardとは対照的に伸ぴ伸ぴした調子が

　感じられる。彼女の発話は全体にわたっ

　てLow　fa11，時にHigh　fa11と，fa11ing

　tuneに終わるのが多い。これはStewaτd

　とは対照的に，自信に満ちたcategori－

　calnessを表明している。

（28）驚ろきあきれて言葉が続かず，or－

　dersのあとにpauseが感じられる。卜

　書にもo％加8θ4とある。your　IQrdの

　yourのpitchが高いのは（27）のmy

　lor（1のechOo

（29）　ト書のγθα5伽初8砂という気持を，

　KlngofHeavenをゆっくりと念を押す

　　ように発声することで表現している。

　続けてJoanは，皆がわたしを気違い扱い

するけれども，これはみな神の思召の通りな

ので，あなたもわたしの言う通りにしなけれ

ばならないのだ，とRobertに言う。そのJo－

anのr神の思召し」（will　of　God）に対して

Robertは，自分にとってのw・ll　of　Godは

お前を追い帰して，監禁してしまうことだと

反撃する。

（31）　JOANl

　　，but　you　wil】五n（1it　all　coming　quite
　　　4－　　　　　　　　　03－　　　03－　　　　　　　　03

　dlfferent．You　sajd　vou　would　not　see

　　Q3－4　1。1一一43一　　　　。1

　me，but　here　I　am，
　一3　／　　　　　3－　　　01－4

（32）　STEWARD　l

　Yes，sir　Yousee，sir，
　　3一。14／3一。3－23－2

（33）　ROBERT：



　Hold　your　tongue，you．
　。3一　　　。3－41。4－3

（34）STEWARDl
　Yes，　sir。

　03－　3一

（35）　ROBERT＝

　So　you　are　presuming　on　my
　。1－4／3－　　　03－2－4

　SeeingyOU，areyOu～
　。4－　　14－3

（36）　JOAN　l

　Yes，squire．

　03－　3－4

（31）前半確信をもって断定的に，後半の

　文では，相手の言動と，自分の存在とを

　あくまでも強調的に，普通ならば弱音節

　のところに強勢がある。

（32）　ト書は砂勿α伽8。Joanの言葉を受

　け継いで，High　fallでのsir一言に，

　この訴えるような取りすがるような気持

　が現われている。後半はさらに念を押す

疑問調である。

（33）命令文のあとにLow　riseで呼ぴか

　けのyOUが発音される。このyOUを完

全下降にすれば単に断定的な命令である

　が，ここでは上昇調を用いることによっ

　て，speakerのsuperior　positionを示

　している。

（35）　ト書は戯‘hα50％”055毎oo頭一

　4鰯θ。Soのあとに大きなpause。High

　faj1と共に，自信のぐらつきを感じさせ

　るo

　最後にもう一人の登揚人物Bertrand　de

Pou】engeyの発言を紹介しておく。Joanの

口から，彼がJoanの計画にカを貸すことに

なっていると聞かされ，驚いてRebertは

Poulengeyを喚問する。

（37）　POULENGEYl

　I　should　soon　think　of　the　Blessed
4一　　。3－4－3／。3一　　　　。3－4
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　Virgin　herself　in　that　way　as　of　this
　93－4　。4－3／　　。3－4－3／

　girL
　。2－4

（38）　ROBERT：

　She　says　you　and　Jack　and　Dick　have
　o1－4　　　　02－4－2　　　02－4－2　　　　　01－

o∬ered　to　go　with　her．What　for～You
　。2－3　。3－　1－4　。3一　一4／4－

　are　not　going　to　tell　me　that　you　take

　　　　　　　　o3－

　her　crazy　notion　of　going　to　the　Dauphin

　　3－4　。3－4　3－　　　01－4ブ

　SeriQuSly，areyOu～
　03－4　　　　　　　4－3／

（39）　POULENGEY：

　There　is　something　about　her．＿＿There

　4－3一　。3－　3－4　1　　4－

　is　something．Something，It　may　be
　。3　。3－4　／　03－4　／4－

　Worth　trying，
　03－　　　04－4　！

（40）　ROBERT：

　Oh，come，now　Polly！Pull　yourself
　3－41　01－4　　　　　　　　3－4　　！03－4　　　4－3－4

together・Commonsense　was　never　your
　o4－3－4　1　　　03－4－3　　　　　　　　3－4

　strong　Point；　but　this　is　a　httle　too

　o3－　4　／　3－　　3－4　。3
　much，
一4　！

（41）　POULENGEYl

What　is　the　goGd　of　commonsense2＿．。．
　01－　　　　　　　　03－　　　　　　　04－4

（37）　ト書には観’h4θ励o瑠θ伽ψ辮5－

　5伽η8∬とある。普通ならぱpauseを置

　かないsoonのあとにかなり間があり，

　またBlessed　V丘gin　herselfの一語一語

　に強勢を置き，それぞれに単独のtune

　を用いて，ト書のnuanceを出している。

（38）youとJackともにFa11－riseで

　reproachfu1な気持を表わす。もしこの

文を普通の平坦調で話せば，speakerの

　内心の驚ろき，非難は全く表わせない。

最後の文はDauphinで一応完結したあ
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　と，seriouslyをつけ足した感じである。

（39）全体にゆっくりとした低いpitchで，

　自信ありげな言葉つきが伺われる。

（40）High　fallのcQmeにやれやれとい

　った驚ろきと共に，哀れみの気持がこも

　っているo

（41）　全体が漸降調。強い確信を示してい

　るo

＊ ＊ ＊

　以上，僅かな例からでも，構文とintona－

tionの結ぴつきは全く自由であることが認

められる。したがって，この作品は何時でも，

誰によってもこの通りの音調で演じられねば

ならぬという根拠はどこにもない。ただ，そ

のvariationの幅について，同じようなsi－

tuationではどの程度の変化が認められるか，

に関してさらに実証的なdataが必要である

と感じている。
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